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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　引き戸と、この引き戸に設けられた床側滑動ユニットを介して当該引き戸を支持する床
側ガイドレールと、この引き戸に設けられた上側滑動ユニットを介して当該引き戸を垂直
起立姿勢に保持する上側ガイドレールを備え、前記上側滑動ユニットには、前記上側ガイ
ドレール内に上向きに嵌合する滑動部材が設けられた引き戸装置において、前記上側ガイ
ドレールは、下側開放端に左右一対の水平張出板部を備えたリップ付き溝形断面であり、
前記上側滑動ユニットは、垂直軸心方向の昇降と軸心周りの自転が可能な昇降回転軸体と
、この昇降回転軸体の上端に取り付けられた滑動部材と、ロック手段を備え、前記滑動部
材は、横向き姿勢では前記上側ガイドレールの左右一対の水平張出板部間を昇降通過でき
ないが、当該横向き姿勢から水平回転した縦向き姿勢では前記上側ガイドレールの左右一
対の水平張出板部間を昇降通過できる、水平方向に長い棒状体から構成され、前記ロック
手段は、前記滑動部材が前記上側ガイドレール内で横向き姿勢にある状態で前記昇降回転
軸体の自転を阻止するロック状態と、前記上側ガイドレール内での前記滑動部材の横向き
姿勢と縦向き姿勢との間の回転と縦向き姿勢での昇降とを許すロック解除状態とに切換え
自在に構成されている、引き戸の上側案内装置。
【請求項２】
　前記ロック手段がロック状態にあるとき、前記滑動部材が上側ガイドレール内の中間高
さに支持されるように構成されている、請求項１に記載の引き戸の上側案内装置。
【請求項３】
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　前記昇降回転軸体を下向きに付勢するバネが設けられている、請求項１又は２に記載の
引き戸の上側案内装置。
【請求項４】
　前記上側滑動ユニットは、前記昇降回転軸体の下半部が昇降及び自転可能に支持される
ケースと、前記昇降回転軸体から半径方向に突設されて前記ケースの周壁に形成されたガ
イド孔から水平に突出する操作用ピンを備え、前記ロック手段は、前記操作用ピンと前記
ガイド孔とから構成されている、請求項１～３の何れか１項に記載の引き戸の上側案内装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、床側ガイドレールに床側滑動ユニットを介して支持された引き戸の上側案内
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な引き戸装置として、引き戸と、この引き戸に設けられた床側滑動ユニットを介
して当該引き戸を支持する床側ガイドレールと、この引き戸に設けられた上側滑動ユニッ
トを介して当該引き戸を垂直起立姿勢に保持する上側ガイドレールを備え、前記上側滑動
ユニットには、前記上側ガイドレール内に上向きに嵌合する滑動部材が設けられた引き戸
装置が、例えば特許文献１などによって知られている。従来のこの種の引き戸装置では、
例えば特許文献１に記載されているように、下側解放の溝形断面の上側ガイドレールに、
垂直支軸の周りに回転自在なローラーから成る滑動部材が上向きに遊嵌する構造であった
ため、次のような問題点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２８１０７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　即ち、最近ではバリアフリーの観点から、床面上に部材を敷設する場合でも、その床面
上敷設部材の厚さをできる限り薄くしなければならない。従って、床面上に敷設される床
側ガイドレールの厚さを薄くすると、当該床側ガイドレールと引き戸側の床側滑動ユニッ
ト（例えば水平支軸の周りに回転自在な支持用ローラー）との嵌合深さが浅くなる。この
ような状況において、引き戸の開閉操作時などに、床側ガイドレールから引き戸の床側滑
動ユニットが手前（引き戸によって開閉される収納空間側とは反対側）に外れ易くなるが
、このように床側ガイドレールから引き戸の床側滑動ユニットが手前に外れたとき、上記
のような従来の引き戸の上側案内装置では、上側ガイドレールに嵌合している引き戸の上
側滑動ユニットが簡単に上側ガイドレールから下向きに外れて、引き戸が手前に滑り倒れ
ることになり、非常に危険であった。換言すれば、このような危険な事態を避けるために
、従来では、床側ガイドレールと引き戸側の床側滑動ユニットとの嵌合深さを深くせざる
を得なかった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記のような従来の問題点を解消することのできる引き戸の上側案内装置を
提案するものであって、請求項１に記載の本発明に係る引き戸の上側案内装置は、後述す
る実施例との関係を理解し易くするために、当該実施例の説明において使用した参照符号
を括弧付きで付して示すと、引き戸(3)と、この引き戸(3)に設けられた床側滑動ユニット
(5)を介して当該引き戸(3)を支持する床側ガイドレール（ガイドレール溝１１）と、この
引き戸(3)に設けられた上側滑動ユニット(13,14)を介して当該引き戸(3)を垂直起立姿勢
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に保持する上側ガイドレール(23)を備え、前記上側滑動ユニット(13,14)には、前記上側
ガイドレール(23)内に上向きに嵌合する滑動部材(27)が設けられた引き戸装置において、
前記上側ガイドレール(23)は、下側開放端に左右一対の水平張出板部(24a,24b)を備えた
リップ付き溝形断面であり、前記上側滑動ユニット(13,14)は、垂直軸心方向の昇降と軸
心周りの自転が可能な昇降回転軸体(26)と、この昇降回転軸体(26)の上端に取り付けられ
た滑動部材(27)と、ロック手段(28)を備え、前記滑動部材(27)は、横向き姿勢では前記上
側ガイドレール(23)の左右一対の水平張出板部(24a,24b)間を昇降通過できないが、当該
横向き姿勢から水平回転した縦向き姿勢では前記上側ガイドレール(23)の左右一対の水平
張出板部(24a,24b)間を昇降通過できる、水平方向に長い棒状体から構成され、前記ロッ
ク手段(28)は、前記滑動部材(27)が前記上側ガイドレール(23)内で横向き姿勢にある状態
で前記昇降回転軸体(26)の自転を阻止するロック状態と、前記上側ガイドレール(23)内で
の前記滑動部材(27)の横向き姿勢と縦向き姿勢との間の回転と縦向き姿勢での昇降とを許
すロック解除状態とに切換え自在な構成になっている。
【０００６】
　上記本発明を実施する場合、具体的には請求項２に記載のように、前記ロック手段(28)
がロック状態にあるとき、前記滑動部材(27)が上側ガイドレール(23)内の中間高さに支持
されるように構成することができる。又、請求項３に記載のように、前記昇降回転軸体(2
6)を下向きに付勢するバネ(32)を設けておくことができる。
【０００７】
　又、請求項４に記載のように、前記上側滑動ユニット(13,14)には、前記昇降回転軸体(
26)の下半部が昇降及び自転可能に支持されるケース(25)と、前記昇降回転軸体(26)から
半径方向に突設されて前記ケース(25)の周壁に形成されたガイド孔(30)から水平に突出す
る操作用ピン(31)を設け、前記ロック手段(28)は、前記操作用ピン(31)と前記ガイド孔(3
0)とから構成することができる。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１に記載の本発明の構成によれば、上側ガイドレール内に嵌合した滑動部材は横
向き姿勢においてロック手段でロックされている状態では、当該滑動部材が下向きに引き
下ろされる状況になっても、当該滑動部材の長さ方向の両端部が上側ガイドレールの左右
一対の水平張出板部に当接して、当該上側ガイドレール内から下方に離脱することができ
ない。従って、床側ガイドレールから引き戸の床側滑動ユニットが手前に外れたとしても
、引き戸は、その上側滑動ユニットの滑動部材を介して上側ガイドレールに係合したまま
の状態となって、当該滑動部材が上側ガイドレールから下向きに外れて引き戸が手前に滑
って倒伏するようなことがなくなる。換言すれば、バリアフリーの観点から床面上に敷設
される床側ガイドレールの厚さを薄くした結果、引き戸の床側滑動ユニットが床側ガイド
レールから外れ易くなっても、従来のように引き戸全体が手前に滑って倒伏するというよ
うな危険な事態を招くことがなくなり、安全性が向上する。
【０００９】
　しかも、上側ガイドレールを敷設する前に引き戸側の上側滑動ユニットの滑動部材を当
該上側ガイドレール内に嵌合させておき、その後、上側ガイドレールを敷設しなければな
らないということはなく、敷設されている上側ガイドレールに引き戸側の上側滑動ユニッ
トの滑動部材を嵌合させるとき、或いは引き戸の取り外しに際しては、ロック手段による
滑動部材に対するロックを解除しさえすれば、当該滑動部材は、横向き姿勢と縦向き姿勢
との間の回転と縦向き姿勢での昇降とが可能になるので、上側ガイドレールに対する当該
滑動部材の嵌合離脱が自在に行えるので、敷設されている上側ガイドレールに対する引き
戸の組付けや取り外しが、従来の引き戸の上側案内装置と同様に簡単容易に行える。
【００１０】
　尚、上側ガイドレール内に横向き姿勢で嵌合している滑動部材が当該上側ガイドレール
の左右一対の水平張出板部で支持されるように構成しても良いが、請求項２に記載の構成
によれば、引き戸が開閉操作されるとき、横向き姿勢の滑動部材の両端部が上側ガイドレ
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ールの左右一対の水平張出板部上を摺接しないので、摺接音の発生、滑動部材及び上側ガ
イドレールの左右一対の水平張出板部の磨耗や粉塵の発生、を生じさせないで済む。
【００１１】
　又、上側ガイドレール内に横向き姿勢で嵌合している滑動部材の位置が重力のみで保持
されるように構成しても良いが、請求項３に記載の構成によれば、上側ガイドレール内に
横向き姿勢で嵌合している滑動部材の位置をバネ力で確実に保持させることができ、この
ときの滑動部材の位置を固定するようなロックネジを併用しなくて済む。
【００１２】
　更に、請求項４に記載の構成によれば、滑動部材やそのロック手段を備えた上側滑動ユ
ニットを１つのケース内に組み込むことができるので、これら滑動部材やそのロック手段
の引き戸に対する組付けが簡単容易に行えると共に、内外２枚の引き戸を備えた引き違い
戸装置の場合に、内側引き戸の上側滑動ユニットを外側引き戸の上側滑動ユニットにも転
用することが容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】内外２枚の引き戸から成る引き戸装置を裏側（開閉される収納空間内）から見た
状態の一部切欠き背面図である。
【図２】Ａ図は引き戸装置が収納空間を閉じているときの一部切欠き平面図、Ｂ図は引き
戸装置が収納空間を開いているときの拡大一部切欠き平面図である。
【図３】Ａ図及びＢ図は内外各引き戸の案内装置を示す縦断側面図である。
【図４】図２Ａの要部の拡大平面図である。
【図５】図２Ｂの要部の拡大平面図である。
【図６】図２Ａの要部の一部縦断背面図である。
【図７】Ａ図は図３Ａの要部の拡大縦断側面図、Ｂ図はその内側引き戸の上側滑動ユニッ
トの内部構造を示す縦断側面図、Ｃ図はその上側滑動ユニットの滑動部材を上側ガイドレ
ールから離脱させた状態の縦断側面図、Ｄ図は外側引き戸の上側滑動ユニットを示す縦断
側面図である。
【図８】引き戸位置決め手段を示す縦断正面図である。
【図９】同上引き戸位置決め手段を示す縦断側面図である。
【図１０】同上引き戸位置決め手段と引き戸側の滑動部材とを示す横断底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、内外２枚の引き戸を備えた引き違い戸装置に本発明を適用実施した実施例につ
いて、図面に基づき説明する。図１～図３に示すように、収納空間１を開閉する引き違い
戸装置２は、内側引き戸３と外側引き戸４から構成されている。内外両引き戸３，４は、
底辺の滑動方向両端近傍位置に床側滑動ユニット５を備えている。各床側滑動ユニット５
は従来周知の同一構造のもので、各引き戸３，４に埋設固定されるケース６内に、水平支
軸７の周りに自転可能なローラー８と、このローラー８の高さ調整手段を内蔵したもので
あり、床面９上に敷設された帯状板１０に刻設された内外２本のガイドレール溝１１，１
２にローラー８が嵌合することにより、各引き戸３，４が互いに平行に滑動自在に支持さ
れている。
【００１５】
　内外両引き戸３，４の上辺には、滑動方向両端近傍位置の裏面側において、それぞれ上
側滑動ユニット１３，１４及び１５，１６が取り付けられている。内側引き戸３の上側滑
動ユニット１３，１４は、同一構造のもので、低い台座１７を介して取り付けられている
。外側引き戸４の上側滑動ユニット１５，１６の内、図２Ａに示すように、内外両引き戸
３，４を互いに引き離すように滑動させて収納空間１を閉じる姿勢にしたときに、内側引
き戸３から離れる外側の上側滑動ユニット１５は、内側引き戸３に取り付けられた上側滑
動ユニット１３，１４と同一構造のものであって、コ形台座１８を介して取り付けられて
いる。このコ形台座１８は、平面視がコ形のもので、図２Ｂに示すように、内外両引き戸
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３，４を互いに重ねるように滑動させて収納空間１を開く姿勢にしたときに、内側折れ戸
３の一側辺が内側に遊嵌するものである。外側引き戸４の反対側の上側滑動ユニット１６
は、従来周知のものであって、内側引き戸３の上端面に滑動方向と平行に埋設された外側
引き戸専用の上側ガイドレール１９に上から嵌合する滑動部材（垂直支軸の周りに自転可
能なローラー又は自転しない垂直円柱体など）２０を、外側引き戸４に取り付けられて内
側引き戸３の上側に延出する水平支持板２１の下側に取り付けたものである。
【００１６】
　詳細構造を図４～７に基づいて説明すると、この引き違い戸装置２の上側の天井面２２
側には、上側ガイドレール２３が敷設されている。この上側ガイドレール２３は、下側開
放端に左右一対の水平張出板部２４ａ，２４ｂを備えたリップ付き溝形断面のものである
。同一構造の各上側滑動ユニット１３～１５は、ケース２５、昇降回転軸体２６、滑動部
材２７、及びロック手段２８から構成されている。ケース２５は、内側が開放された合成
樹脂製のもので、両側辺から突設された取付け片２５ａが前記低い台座１７又はコ形台座
１８に取付け用ネジ２９により取り付けられる。
【００１７】
　昇降回転軸体２６は、ケース２５の上下両側壁部に設けられた垂直方向の貫通孔に垂直
軸心方向の昇降と軸心周りの自転とが可能に挿通された円柱状のもので、そのケース２５
から上方に突出する上端部に滑動部材２７が固定されている。この滑動部材２７は、昇降
回転軸体２６から直径方向両側に同一長さだけ延出する水平方向に長い棒状体から構成さ
れ、その長さは、上側ガイドレール２３の内側幅よりも少し短いが左右一対の水平張出板
部２４ａ，２４ｂ間の隙間の幅よりも十分に長く、そしてその幅は、上側ガイドレール２
３の左右一対の水平張出板部２４ａ，２４ｂ間の隙間の幅よりも狭い。尚、この滑動部材
２７の長さ方向の両端は、上側ガイドレール２３との摺接抵抗を減らすために突出円弧形
に形成されている。
【００１８】
　ロック手段２８は、前記ケース２５の周壁部に設けられたガイド孔３０、昇降回転軸体
２６から横向きに突設されて前記ガイド孔３０を貫通する操作用ピン３１、及び昇降回転
軸体２６を下向きに付勢する圧縮コイルバネ３２から構成されている。ガイド孔３０は、
ケース２５の正面側で垂直上下方向に延びる昇降用孔部３０ａ、この昇降用孔部３０ａの
上端から水平横方向に略９０度の範囲で直角向きに連設された水平孔部３０ｂ、及びこの
水平孔部３０ｂの先端から垂直下向きに連設された支持孔部３０ｃから構成されている。
操作用ピン３１は、昇降回転軸体２６のケース２５内に位置する中間高さ位置に外嵌され
たバネ受け座３３を昇降回転軸体２６に固定する固定用ネジを兼用するもので、前記ガイ
ド孔３０の外側に位置する大径の摘み部３１ａを備えている。圧縮コイルバネ３２は、ケ
ース２５内において、前記バネ受け座３３とケース２５の上側壁部との間で昇降回転軸体
２６に遊嵌されている。
【００１９】
　尚、低い台座１７は、ケース２５の両側に張り出すように連設された取付け用座部１７
ａにおいて、取付け用ネジ３４により内側引き戸３の裏面に取り付けられ、コ形台座１８
は、外側引き戸４の裏面に当接する取付け用座部１８ａにおいて、取付け用ネジ３５によ
り外側引き戸４の裏面に取り付けられている。
【００２０】
　上記構成の各上側滑動ユニット１３～１５は、操作用ピン３１をガイド孔３０の昇降用
孔部３０ａ内に位置させた状態では、圧縮コイルバネ３２の下向きの付勢力により昇降回
転軸体２６が図７Ｃに示す下降限位置まで降下しており、このとき滑動部材２７は、その
長さ方向が各引き戸３，４の滑動方向と平行な縦向き姿勢で、ケース２５の上に隣接する
下降限位置まで下げられている。従って、内側引き戸３の床側滑動ユニット５のローラー
８を、床側のガイドレール溝１１，１２の内、内側のガイドレール溝１１に嵌合させた状
態で床面９に対し垂直に起立させると、図７Ｃに示すように、前記縦向き姿勢で下降限位
置に下げられている滑動部材２０が天井側の上側ガイドレール２３の真下で且つ当該上側
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ガイドレール２３と平行に位置するので、この状態において、上側滑動ユニット１３，１
４の操作用ピン３１を上方にスライドさせて、昇降回転軸体２６を圧縮コイルバネ３２の
付勢力に抗して上昇させることにより、図７Ｂに示すように、縦向き姿勢の滑動部材２７
を上側ガイドレール２３内に、その左右一対の水平張出板部２４ａ，２４ｂ間の隙間を経
由させて嵌合させることができる。
【００２１】
　次に、ガイド孔３０における昇降用孔部３０ａの上端に達した操作用ピン３１を、水平
孔部３０ｂを利用して水平に略９０度回動させることにより、滑動部材２７を縦向き姿勢
から横向き姿勢に切り換え、係る状態で操作用ピン３１を圧縮コイルバネ３２の付勢力で
降下させて、図７Ａに示すように、ガイド孔３０の支持孔部３０ｃの下端で操作用ピン３
１を支持させることにより、横向き姿勢になった滑動部材２７が、上側ガイドレール２３
の内部の中間高さにおいて横向き姿勢でロックされる。この状態では、滑動部材２７の長
さ方向の両端が上側ガイドレール２３の左右両側壁に隣接しているので、内側引き戸３が
垂直起立姿勢に保持される。
【００２２】
　上記のように内側引き戸３を支持させたならば、外側引き戸４の上側滑動ユニット１５
の滑動部材２０を内側引き戸３の上端の外側引き戸専用の上側ガイドレール１９に上から
嵌合させると共に、床側滑動ユニット５のローラー８を、内側引き戸３の横側方で床側の
ガイドレール溝１１，１２の内、外側のガイドレール溝１２に嵌合させて、外側引き戸４
を床面９に対し垂直に起立させると、図７Ｃに示すように、当該外側引き戸４の上側滑動
ユニット１６における滑動部材２７（縦向き姿勢で下降限位置に下げられている滑動部材
２７）が、天井側の上側ガイドレール２３の真下で且つ当該上側ガイドレール２３と平行
に位置するので、この状態において、先に述べた内側引き戸３の上側滑動ユニット１３，
１４と同様に操作用ピン３１を操作して、滑動部材２７を上側ガイドレール２３内に嵌合
させると共に縦向き姿勢から横向き姿勢に切り換えてロック手段２８によりロックする。
この結果、外側引き戸４の下辺が床面９側のガイドレール溝１２に床側滑動ユニット５を
介して支持されると共に、上辺は上側滑動ユニット１５の滑動部材２０を介して内側引き
戸３の上端の外側引き戸専用の上側ガイドレール１９に支持される。
【００２３】
　以上のようにして内側引き戸３及び外側引き戸４のそれぞれを、床面９上のガイドレー
ル溝１１，１２に係合する床側滑動ユニット５、天井面２２側の上側ガイドレール２３に
係合する上側滑動ユニット１３～１５、及び内側引き戸３の上端の外側引き戸専用の上側
ガイドレール１９に係合する上側滑動ユニット１５を介して、床面９に対し垂直に起立す
る状態で且つ床面９上のガイドレール溝１１，１２、上側ガイドレール２３、及び外側引
き戸専用の上側ガイドレール１９に沿って滑動自在に支持させることにより、引き違い戸
装置２の組み立てが完了する。
【００２４】
　尚、内外各引き戸３，４の開閉操作が容易に行えるように、内側引き戸３の外側引き戸
４と重ならない外側辺と、外側引き戸４の両側辺とには、開閉操作用把手３６，３７を敷
設することができる。
【００２５】
　以上のようにして組み立てられた引き違い戸装置２では、内側引き戸３と外側引き戸４
を互いに最大限引き離すように滑動させることにより、図２Ａに示すように、内側引き戸
３の一端部と外側引き戸４の一端部とが互いに重なった状態で、収納空間１を内外両引き
戸３，４で閉じることができ、図２Ｂに示すように、内側引き戸３と外側引き戸４を互い
に重ねるように滑動させることにより、収納空間１を開くことができる。この収納空間１
を開いた状態では、内側引き戸３の一側辺が外側引き戸４の上側滑動ユニット１６のコ形
台座１８内に入り込んだ状態になる。尚、内外両引き戸３，４の開閉操作において、上側
ガイドレール２３内に嵌合している各上側滑動ユニット１３，１４，１６の滑動部材２７
は、当該上側ガイドレール２３内の中間高さに位置しており、当該上側ガイドレール２３
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の水平張出板部２４ａ，２４ｂ上を摺接することはない。
【００２６】
　勿論、床側滑動ユニット５のローラー８がガイドレール溝１１，１２から手前に外れて
も、内外各引き戸３，４の上側は、上側滑動ユニット１３，１４，１６の横向き姿勢の滑
動部材２７が上側ガイドレール２３内に嵌合しており、当該横向き姿勢の滑動部材２７が
上側ガイドレール２３内から下側に離脱するのを、当該滑動部材２７の両端部が上側ガイ
ドレール２３の水平張出板部２４ａ，２４ｂと係合して阻止するので、引き戸３，４が手
前に滑って倒伏することは避けられる。
【００２７】
　引き違い戸装置２の内外両引き戸３，４を取り外すときは、先ず外側引き戸４の上側滑
動ユニット１６の操作用ピン３１をガイド孔３０の支持孔部３０ｃから水平孔部３０ｂま
で上に引き上げ、その後、水平孔部３０ｂを利用して当該操作用ピン３１を水平に略９０
度回動させて、滑動部材２７を横向き姿勢から上側ガイドレール２３と平行な縦向き姿勢
に切り換える。そして操作用ピン３１がガイド孔３０の昇降用孔部３０ａに沿って降下す
るのを許す状態とすることにより、滑動部材２７を昇降回転軸体２６と共に圧縮コイルバ
ネ３２の付勢力で降下させることができる。この結果、縦向き姿勢の滑動部材２７が上側
ガイドレール２３の水平張出板部２４ａ，２４ｂ間から下方に離脱し、ケース２５の上に
隣接する下降限位置まで降下して、上側滑動ユニット１６が上側ガイドレール２３から切
り離されるので、外側引き戸４を持ち上げて、床側滑動ユニット５のローラー８をガイド
レール溝１２から離脱させると同時に、上側滑動ユニット１５の滑動部材２０を内側引き
戸３側の外側引き戸専用の上側ガイドレール１９から上に離脱させ、続いて引き戸４を手
前に引き出して取り外すことができる。内側引き戸４も、その上側滑動ユニット１３，１
４の操作用ピン３１を上記のように操作して、滑動部材２７を上側ガイドレール２３内か
ら下方に離脱させた後、当該引き戸４を持ち上げると共に手前に引き出して、取り外すこ
とができる。
【００２８】
　尚、この実施例では、図２Ａに示すように、内外両引き戸３，４で収納空間１を閉じた
ときの内外両引き戸３，４を位置決めする位置決め手段３８，３９が併設されている。内
側引き戸３の位置決め手段３８は、外側引き戸４から遠い側の上側滑動ユニット１３のケ
ース２５から上向きに突出している昇降回転軸体２６に係合する係合部材４０を有し、外
側引き戸４の位置決め手段３９は、内側引き戸３から遠い側の上側滑動ユニット１６のケ
ース２５から上向きに突出している昇降回転軸体２６に係合する係合部材４０を有するも
ので、それぞれ左右対称形の同一構造のものである。
【００２９】
　即ち、図８～図１０に示すように、各位置決め手段３８，３９は、上側ガイドレール２
３の左右一対の水平張出板部２４ａ，２４ｂの下側に水平に配置される係合部材４０、当
該上側ガイドレール２３の内側に配置されて両側垂直板部４１ａ，４１ｂが左右一対の水
平張出板部２４ａ，２４ｂの上に当接する門形押さえ部材４１、及び係合部材４０を上向
きに貫通すると共に左右一対の水平張出板部２４ａ，２４間を経由して門形押さえ部材４
１の雌ネジ孔に螺合する締結用ネジ４２によって構成されている。尚、係合部材４０は、
上側ガイドレール２３の左右一対の水平張出板部２４ａ，２４ｂ間に嵌合する角座部４０
ａを備えることにより、締結用ネジ４２の周りに回転するのを防止され、上側ガイドレー
ル２３に沿った向きに固定される。又、この係合部材４０は、各上側滑動ユニット１３，
１６における昇降回転軸体２６を挟持する一対の係合片４０ｂ，４０ｃを備えている。こ
れら両係合片４０ｂ，４０ｃは、これら両係合片４０ｂ，４０ｃを弾性に抗して外側に広
げて進入してきた昇降回転軸体２６を、両係合片４０ｂ，４０ｃの弾性復帰により挟持す
る挟持用凹部４０ｄ，４０ｅを有する。
【００３０】
　上記の位置決め手段３８，３９の存在により、内外両引き戸３，４で収納空間１を閉じ
たとき、内側引き戸３の上側滑動ユニット１３の昇降回転軸体２６が位置決め手段３８の
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係合部材４０の一対の係合片４０ｂ，４０ｃ間に進入し、当該係合片４０ｂ，４０ｃの挟
持用凹部４０ｄ，４０ｅに嵌合する状態で挟持されて定位置に位置決めされる。又、外側
引き戸４の上側滑動ユニット１６の昇降回転軸体２６が位置決め手段３９の係合部材４０
の一対の係合片４０ｂ，４０ｃ間に進入し、当該係合片４０ｂ，４０ｃの挟持用凹部４０
ｄ，４０ｅに嵌合する状態で挟持されて定位置に位置決めされる。
【００３１】
　尚、上記実施例では、上側ガイドレール２３を収納空間１の天井面２２に敷設したが、
先に示した特許文献に記載されるように、収納空間１内に中間棚が架設されている場合、
当該中間棚の前側辺の下側に上側ガイドレール２３を敷設することもできる。勿論、１枚
の引き戸３のみで使用することもできるものである。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　本発明の引き戸の上側案内装置は、収納空間を開閉する引き戸であって、下端が床面上
に敷設されたガイドレールに支持されるタイプの引き戸の上側を、下側開放の上側ガイド
レールで滑動自在に支持する手段として活用できる。
【符号の説明】
【００３３】
　１　　収納空間
　２　　引き違い戸装置
　３　　内側引き戸
　４　　外側引き戸
　５　　床側滑動ユニット
　１３～１６　　上側滑動ユニット
　１７　　低い台座
　１８　　コ形台座
　１９　　外側引き戸専用の上側ガイドレール
　２０　　滑動部材
　２１　　水平支持板
　２３　　上側ガイドレール
　２４ａ，２４ｂ　　水平張出板部
　２５　　ケース
　２６　　昇降回転軸体
　２７　　滑動部材
　２８　　ロック手段
　３０　　ガイド孔
　３１　　操作用ピン
　３２　　圧縮コイルバネ
　３３　　バネ受け座
　３８，３９　　位置決め手段
　４０　　係合部材
　４０ｂ，４０ｃ　　係合片
　４０ｄ，４０ｅ　　挟持用凹部
　４１　　門形押さえ部材
　４２　　締結用ネジ
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